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（１）カリキュラムについて 



専門職大学の単位数（案） [農林大学校、山形大学農学部との比較] 

  
設置基準 

専門職大学（案）[４年] 
 ※< >は、静岡県立農林環境専門職大学 
   の栽培コース履修モデルの場合 

山形県立農林大学校[２年] 
※野菜経営学科の場合 

山形大学農学部[４年] 
※アグリサイエンスコースで 
 基幹プログラムを選択した場合   

基礎 
科目 

２０単位 
以上 

２０単位（３６０時間） 
<２０単位（３３０時間）> 

１４単位（２２４時間） 
※一般教養科目 

４６単位（７２０時間） 
※基盤共通教育科目 

職業 
専門 
科目 

６０単位 
以上 

８７単位（１，９８０時間） 
<８５単位（１，８４５時間）> 

内訳 

講義・演習  ４２単位（630時間） 

実習     ４５単位（1,350時間） 

   うち学外実習[必修]  

        ２５単位（750時間） 

７５単位（２，００８時間） 

内訳 
講義・演習 ４１単位(656時間） 
実験・実習 ３４単位 

（1,352時間） 
うち先進農（林）業者等体験学習[必修] 

４単位（160時間） 

※農林業専門共通科目、専攻科目  

８１単位（１，３９５時間） 

内訳 
講義・演習 ６９単位 

（1,035時間） 
実験・実習 １２単位 

（360時間） 
※自由選択科目 
学外実習（ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ）        

       ２単位（60時間） 

※専門教育科目 

展開 
科目 

２０単位 
以上 

２０単位（３００時間） 
<２０単位（３００時間）> 

― ― 

総合 
科目 

４単位 
以上 

４単位（６０時間） 
<４単位（６０時間）> 

１４単位（２２４時間） 

※卒業論文 
１０単位（１５０時間） 

※卒業研究 

合計 
１２４単位 

以上 
１３１単位（２，７００時間） 

<１２９単位（２，５３５時間）> 
１０３単位（２，４５６時間） １３７単位（２，２６５時間） 

※自由選択科目は含まない。 
※山形県立農林大学校と山形大学の場合、４つの科目の区分がないため、便宜上区分した。 １ 

【１単位あたりの時間数（案）】  
 １単位あたりの時間数と授業回数については、他大学と同様に１時限（１コマ）の授業時間は９０分（２時間とみなす）とし、 
  「講義・演習」については、１単位＝１５時間、１単位あたりのコマ数を８回（２単位の場合は１５回）、  
  「実習」については、１単位＝３０時間、１単位あたりのコマ数を１５回とする。 

【授業時間（案）】 
１時限 ２時限 ３時限 ４時限 ５時限 

8：50～10:20 10:30～12：00 13:00～14：30 14：40～16：10 16：20～17：50 



カリキュラムマップ（案）（農業経営学科（仮称）） 

 
 

単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位

■地域等の特性（4単位）　【DP1】

山形・東北学 2 哲学と東北 2

■コミュニケーション能力（8単位）　【DP2】

英語 2 英会話演習 2 英会話実習Ⅰ 1 英会話実習Ⅱ 1

コミュニケーション論 2

■一般教養、自ら考える力（8単位）　【DP2】

法律学概論 2

1単位を選択

情報基礎(実習) 1 情報応用(実習) 1

スポーツ(実習) 1

気象・気候学概論 2 政治学 2

統計学 2 社会学 2

(自由)生物学 2

(自由)化学 2

(自由)物理学 2

■生産理論・技術（34単位）　【DP3】

植物病理学 2

家畜衛生学 2

8

8

4 8

4 8

8

■経営全般（生産管理、経営管理等）（36単位）　【DP1】【DP3】【DP4】

マーケティング論 2 農業経営分析・計画 2

組織マネジメント論 2

1 8 8 8

海外農業事情 (自由)海外農業実習

■加工・販売（9単位）　【DP5】

農業生産工程・食品衛生論 2 食品製造・販売学 4

■地域課題解決能力（8単位）　【DP1】【DP3】【DP7】

東北の稲作 2 東北の稲作演習 1 農山村活性化論 1 農山村活性化論演習 4

東北の野菜 2 東北の野菜演習 1

東北の花き 2 東北の花き演習 1

東北の果樹 2 東北の果樹演習 1

東北の畜産 2 東北の畜産演習 1

■応用的・創造的能力（20単位）　【DP2】【DP6】

■総合的能力（4単位）　【DP7】【DP8】

4

卒業単位：131単位 ※白色は必修科目、オレンジは選択科目、水色は自由科目（自由科目は卒業単位に含めない）

1

基礎科目
(20単位)

2 食品製造・販売実習

農業知的財産論

2 税制・簿記論 1

先端農業技術論

圃場実習Ⅱ（野菜）

圃場実習Ⅱ（花き）

圃場実習Ⅱ（果樹）

4

簿記各論

臨地実務実習Ⅲ（経営総合）

1農業経済学

農業実地体験実習 臨地実務実習Ⅱ（経営管理等）

2園芸学（果樹・野菜・花き)

臨地実務実習Ⅰ（生産管理等）

1

８単位を選択

圃場実習Ⅱ（畜産）

総合科目
(4単位) 経営分析・計画演習

職業専門
科目

(87単位)

展開科目
(20単位)

(自由)家畜人工授精論 4

圃場実習Ⅱ（稲作）

1

圃場実習Ⅰ（稲作・畜産）

圃場実習Ⅰ（果樹・野菜・花き）

４年科目
後期 後期前期前期 後期 前期 前期

教育課程
１年 ２年

後期
３年

2

耕畜連携論

2単位を選択 2単位を選択

2

1

土壌・肥料学 2 生命生体・環境学

稲作・畜産学 2 稲作・畜産学演習

2 園芸学演習(果樹・野菜・花き）

講義（1～4年前期）：２単位、演習（1～4年後期）：２単位 ※講義１０単位と演習１０単位を選択

講義：２単位、演習：１単位、計３単位を選択

デザイン論
デザイン論

演習
金融学 金融学演習

発酵学

・醸造学

発酵学

・醸造学演習
建築学 建築学演習 社会福祉論

社会福祉論

演習
栄養学 栄養学演習

山形・東北

観光学

山形・東北

観光学演習

＜カリキュラムの概要＞ 
１年 

 農業の分野全般にわたる講義・演習と実習
等を通じ、自分が将来的に経営したい分野へ
の理解を深める 

↓ 
２年 

 自らが将来経営の軸にしたい分野を中心とし
た生産管理の学び等を深める 

↓ 
３年 

 農業経営に必要となる経営管理の学び等を
深める 

↓ 
４年 

 これまで学んだ生産管理及び経営管理の学
び等を総合化し、就農に備える 

２ 



カリキュラムマップ（案）（林業経営学科（仮称）） 

 
 

３ 

単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位 単位

■地域等の特性（4単位）　【DP1】

山形・東北学 2 哲学と東北 2

■コミュニケーション能力（8単位）　【DP2】

英語 2 英会話演習 2 英会話実習Ⅰ 1 英会話実習Ⅱ 1

コミュニケーション論 2

■一般教養、自ら考える力（8単位）　【DP2】

法律学概論 2

情報基礎(実習) 1 情報応用(実習) 1

スポーツ(実習) 1

気象・気候学概論 2 政治学 2

統計学 2 社会学 2

(自由)生物学 2

(自由)化学 2

(自由)物理学 2

■生産理論・技術（34単位）　【DP3】

森林土木学 2

8 8

■経営全般（生産管理、経営管理等）（36単位）　【DP1】【DP3】【DP4】

マーケティング論 2 林業経営分析・計画 2

組織マネジメント論 2

■加工・販売（9単位）　【DP5】

■地域課題解決能力（8単位）　【DP1】【DP3】【DP7】

東北の林業 2 東北の林業演習 1 農山村活性化論 1 農山村活性化論演習 4

東北の木材産業 2 東北の木材産業演習 1

東北の特用林産物 2 東北の特用林産物演習 1

■応用的・創造的能力（20単位）　【DP2】【DP6】

■総合的能力（4単位）　【DP7】【DP8】

4

卒業単位：131単位 ※白色は必修科目、オレンジは選択科目、水色は自由科目（自由科目は卒業単位に含めない）

森林エネルギー論 2

基礎
科目

(20単位)

木質科学概論 1 木材利活用論 2

森林経営管理学 2 税制・簿記論 1

演習林実習Ⅱ演習林実習Ⅰ

森林労働安全衛生論 1

展開科目
(20単位)

1単位を選択

総合科目
(4単位) 経営分析・計画演習

職業
専門
科目

(87単位)
1

海外林業事情

簿記各論

森林生産学 2 森林生産学演習 2
森林情報学 1

2

造林学 2 造林学演習 2

森林保護学

2単位を選択 2単位を選択

森林土壌・樹木学 2 生命生体・環境学 2

後期
科目

教育課程
１年 ２年 ３年 ４年

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期

臨地実務実習Ⅲ（経営総合） 8林業実地体験実習 1 臨地実務実習Ⅰ（生産管理等） 8 臨地実務実習Ⅱ（経営管理等） 8

1 (自由)海外林業実習 4

木材加工・販売実習 4

講義：２単位、演習：１単位、計３単位を選択

講義（1～4年前期）：２単位、演習（1～4年後期）：２単位 ※講義１０単位と演習１０単位を選択

デザイン論
デザイン論

演習
金融学 金融学演習

発酵学

・醸造学

発酵学

・醸造学演習
建築学 建築学演習 社会福祉論

社会福祉論

演習
栄養学 栄養学演習

山形・東北

観光学

山形・東北

観光学演習

＜カリキュラムの概要＞ 
１年 

 林業の分野全般にわたる講義・演習と実習
等を通じ、自分が将来的に経営したい分野へ
の理解を深める 

↓ 
２年 

 自らが将来経営の軸にしたい分野を中心とし
た生産管理の学び等を深める 

↓ 
３年 

 林業経営に必要となる経営管理の学び等を
深める 

↓ 
４年 

 これまで学んだ生産管理及び経営管理の学
び等を総合化し、就業に備える 



農業/林業実地体験実習と臨地実務実習の実施方法（案） 

 
 

項目 
農業/林業実地体験実習 

１年（通年） 
臨地実務実習Ⅰ 

２年（通年） 
臨地実務実習Ⅱ 

３年（通年） 
臨地実務実習Ⅲ 

４年（通年） 

実施形態 

・実施時期は1年生の１年間。 
・自らの適性や志望する農林業の経営形態 
 について考えてもらうため、農業又は林業・ 
 木材産業の幅広い現場を体験実習できる 
 よう、隔週の週1日単位で実習を実施。 
・現地での実習時間は90分（1コマ）。 

・実施時期は２～４年生の３年間。 
・実習時期は、山形の特徴的な農産物※1の栽培暦や、やまがた森林ノミクスを 
 実現するために必要な森林施業※2が実施可能な適期を考慮して配置。 
 ※１ 米、さくらんぼ、もも、ぶどう、りんご、西洋なし、柿、メロン、すいか、ねぎ、 
    アスパラガス、えだまめ、バラ、啓翁桜など 
 ※２ 植栽、下刈り、除伐、間伐、伐採、苗木生産など 
・前期の４月、５月、６月下旬から７月上旬の各２週間と、後期の９月、10月、 
 12月の各２週間を「臨地実務実習ウィーク」に設定。 
・学生は実習先と調整のうえ、各学期毎の「臨地実務実習ウィーク（計30日間）」 
 の中から、任意の計１５日間を選択し、集中的に実施。 
 （１回の「臨地実務実習ウィーク」で最大２週間（10日間）の連続した実習も可能とす
るが、全ての「臨地実務実習ウィーク」において２日以上の実習を行うものとする。） 
・３年生、４年生の進級時に、実習先を変更することができる（同一実習先に最大３年
間継続して行くことも可能）。 

 ※労働契約は締結しない（非雇用型、労働賃金は支給しない）。 

単位数（時間数） 
※１単位＝30hで計算 

１単位（30時間） ８単位（240時間） ８単位（240時間） ８単位（240時間） 

実施日数 ４～12月で15日（1日＝90分実習） 
４～７月で15日 

９、10、12月で15日 
計 30日（1日＝8h実習） 

４～７月で15日 
９、10、12月で15日 

計 30日（1日＝8h実習） 

４～７月で15日 
９、10、12月で15日 

計 30日（1日＝8h実習） 

実習先 

【実習先の考え方】 
［農業］ 生産・加工・流通・販売などを行う 
    農業経営体、農産物小売事業者など。 
［林業］ 林業、木材産業、特用林産物 
         （きのこ等）の生産・加工・販売を行う 
         事業体、建築事業体など。 

【想定される実習先】 
［農業］ 農業者(指導農業士等)や農業 
         法人、直売所・小売店など。 
［林業］ 森林組合、素材生産事業体、 
    製材・木材加工事業体、きのこ生産 
    事業体、建築事業体など。 

【実習先の考え方】 
 ［共通］ 農林業に関する高い識見及び十分な実務経験を有すると認められる 
           者を有する事業者。 
 ［農業］ 生産・加工・流通・販売などを行う農業経営体。 
 ［林業］ 法人化又は事業継続している林業、木材産業、特用林産物（きのこ 

           等）の生産・加工・販売を行う事業体。 
【想定される実習先】 
 ［農業］ 農業者(指導農業士等)や農業法人など。 
 ［林業］ 森林組合、素材生産事業体、製材・木材加工事業体、きのこ生産 
           事業体など。  

受入学生数 １か所 1～１０名程度 １か所 1～数名 １か所 1～数名 １か所 1～数名 
４ 



農業/林業実地体験実習及び臨地実務実習、圃場/演習林実習、経営分析・計画演習の考え方（イメージ） 

 
 

５ 

1年 2年 3年 4年

農業/林業
実地体験実習

優れた農業経営体/林業事業体で
の実習を通じて、農業経営体/林
業事業体の持つ優れた生産作業
工程を学び、基礎的な知識を習
得。

圃場実習

稲作、畜産、果樹、野菜、花きの生
産管理や経営管理に関する基礎
的な知識や技術とともに、作業機
械（トラクタ、バックフォー、フォーク
リフト）の構造や運転、整備方法に
ついて学ぶ。

将来の営農の軸となる分野（稲
作、野菜、花き、果樹、畜産の５つ
のいずれか）を１つ選択し、生産管
理に関する知識や技術について主
に学ぶ。

演習林実習

林業機械の基本操作、森林の調
査方法、造林技術、労働安全管理
など、森林の生産管理や経営管理
に関する基礎的な知識や技術につ
いて学ぶ。

演習林での実習を通じて、森林の
保護管理技術、造林技術、森林資
源量調査、林内路網の作設、特用
林産物の生産など、生産管理に関
する知識や技術について主に学
ぶ。

臨地実務実習

将来携わりたい経営形態（作目や
事業内容）に応じマッチングした、
優れた農業経営体/林業事業体で
の実習を通じて、農業経営体/林
業事業体の持つ優れた生産技術
を主に学ぶ。

優れた農業経営体/林業事業体で
の実習を行い、これまで学んできた
生産管理に関する知識と技術を使
いながら、農業経営体/林業事業
体の持続と発展に向けた適切な生
産方法、効率的な人員配置、生産
情報の収集と利用など、経営管理
に関する実践的な知識や技術につ
いて主に学ぶ。

優れた農業経営体/林業事業体の
流通、販売などの部門で実習を行
い、これまで学んできた知識や技
術を総合化し、農業経営体/林業
事業体における経営戦略の立案・
実行について主に学ぶ。

実習内容
実習名・演習名

経営分析・
計画演習

４年生の臨地実務実習における農
業/林業経営等を題材とした経営
発展の展開方向等を分析・考察
し、今後の経営計画を作成する（必
要に応じて学内外の圃場/演習林
等を活用）。

基礎的知識・技術の習得
生産管理に関する

実践的な知識・技術の習得

経営管理に関する

実践的な知識・技術の習得

生産管理と経営管理に関する

総合的な知識・技術の習得

知識・技術レベルの進化（スキルアップ）低 高

現場を

見る・知る

実践力

の習得

現場

応用力

の習得

総合的

な能力

の習得

経

験

の

蓄

積

・

深

化

（

キ

ャ

リ

ア

ア

ッ

プ

）

浅

深



学事歴のイメージについて（素案）（令和５～６年暦での想定） 

 
 

６ 

※週単位で記載

2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 2 9 16 23 30 6 13 20 27 3 10 17 24 1 8 15 22 29 5 12 19 26 3 10 17 24 31 7 4 11 18 3 10 17 24 31

 １年

 （通年、１単位）

  ２年～３年

 （通年、各８単位）

 ４年

 （通年、８単位）

【参考】
専門職大学
入試日程等

入
学
式

大
学
祭
？

卒
業
式

　※ピンクのセルは、実習期間。
　※１単位：30ｈ、１日＝８ｈ実習。
　※１回の「臨地実務実習ウィーク」で最大２週間（10日間）の連続した実習も可能とするが、全ての「臨地実務実習ウィーク」において２日以上の実習を行うものとする。
　※青色の矢印は「臨地実務実習ウィーク」の実習設定例。
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1月中旬～3月下旬

春季休業

隔週の週１日単位で実地体験実習を実施

２週間単位で実習期間を設定（臨地実務実習ウィーク） ２週間単位で実習期間を設定（臨地実務実習ウィーク）

隔週の週１日単位で実地体験実習を実施

２週間単位で実習期間を設定（臨地実務実習ウィーク） ２週間単位で実習期間を設定（臨地実務実習ウィーク）

計15日間実習 計15日間実習

計15日間実習 計15日間実習

(10日間) (2日間) (3日間) (５日間) (8日間) (2日間)

(2日間) (3日間) (10日間) (3日間) (3日間) (9日間)

卒業研究

中間発表
卒業研究

発表会

大学入学

共通テスト

一般

選抜

学校推薦

型選抜
総合型

選抜オープン

キャンパス？



経営分析・計画演習（卒業研究）の履修方法（案） 

【学科共通】 

 〇 学生は、各自、臨地実務実習等の履修成果を踏まえ、３年生後期から各分野ごとの所属グループに分かれ、 

  ４年生進級時までに、学生、指導教員及び４年生の臨地実務実習の受入先の３者で調整のうえ、研究テーマ 

  を設定。 

 〇 ４年生の前期・後期を通じて研究を行い、その進展状況に応じ、中間発表（７月）及び最終発表（12月） 

  を学内において実施。 

 

【農業経営学科（仮称）】 

 〇 ４年生の臨地実務実習先における農業経営を題材として、経営発展の展開方向について分析・考察し、 

  今後の経営計画を作成する。 

   （圃場（田、畑、ハウス（ミニ））等を利用することも可能） 

 〇 研究を行うに当たっては、稲作、野菜・花き、果樹、畜産の４分野ごとに４名前後の指導教員チーム 

  （研究教員と実務家教員の双方を含む）を編成した上で、学生各自の希望に応じて各分野ごとに学生を 

  配属（８名前後）し研究を行う。 

 

【林業経営学科（仮称）】 

 〇 ４年生の臨地実務実習先における経営や事業内容を題材として、森林の経営管理や森林資源の循環利用に 

  関する実践的課題について分析・考察し、持続的な森林管理や森林資源の循環利用に向けた計画を作成する。 

   （演習林、加工施設等を利用することも可能）。 

 〇 研究を行うに当たっては、森林経営管理、森林資源循環利用の２分野ごとに４名前後の指導教員チーム 

  （研究教員と実務家教員の双方を含む）を編成した上で、学生各自の希望に応じて各分野ごとに学生を 

  配属（４名前後）し研究を行う。 
７ 



（２）入試について 



本県専門職大学の入学者選抜の基本的な考え方 

 （入学者選抜） 

第３条 入学者の選抜は、公正かつ妥当な方法により、適切な体制を整えて行うものとする。 

２ 専門職大学は、実務の経験を有する者その他の入学者の多様性の確保に配慮した入学者選抜を行うよう努めるものと

する。  

②基本構想 

①設置基準 

４ 教育研究の体制 

（２）入学者の選抜方法 

   入学者の多様性や学ぶ意欲の高い学生を確保するため、入学者の選抜については、一般入試を基本としな 

  がら、高校生などを対象とした推薦入試（公募、指定校、地域内等）、農林大学校や他大学の学生などを 

  対象とした編入学、社会人入学など、多彩な方法を設けることを検討する。 

③アドミッション・ポリシー（素案） 

 専門職大学の教育理念、ディプロマ・ポリシー、カリキュラムポリシーに基づく教育内容を踏まえ、「学力の３要素（①知

識・技能、②思考力・判断力・表現力等の能力、③主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度）」を念頭に置き、以下

の点を受け入れる学生に求める（アドミッション・ポリシーとする） 

（１）農林業生産技術や経営などを学ぶ上で必要な基礎学力と知識を身に付けている人 

（２）論理的に思考し、表現できる人 

（３）国際的な視座に立って、地域の農林業・農山村が抱える課題に向き合う意欲がある人 

（４）地域の農林業・農山村が抱える課題解決や新たな価値の創造に取り組むために、従来の常識にとらわれない柔軟な 

 思考力を備えている人 

（５）農林業に高い関心を持ち、農林業や経営の中核となり、農林業の発展に貢献する意欲がある人 
８ 



入学試験の種類について 
①入学試験の主な種類 

  ①一般選抜 
②総合型選抜 
（旧AO入試） 

③学校推薦型選抜 ④特別選抜 

特徴 

調査書の内容、学力検査、

小論文、入学志願者本人の

記載する資料等※１により、入

学志願者の能力・意欲・適性

等を多面的・総合的に評価・

判定する入試方法。 

 

募集人員の割合が最も高く、

国公立大学では募集人員の

約８割を占める。 

 

詳細な書類審査と時間をかけ

た丁寧な面接等※２を組み合わ

せることによって、入学志願者

の能力・適性や学習に対する

意欲、目的意識等を総合的に

評価・判定する入試方法。 

 

公募制。（推薦ではなく、入学

志願者自らの意思で出願） 

出身高等学校長の推薦に

基づき、調査書等※２を主な

資料として評価・判定する

入試方法。 

 

募集人員は、学部等募集

単位ごとの入学定員の５割

を超えない範囲。 

 

指定校推薦もこの分類に含

まれる。 

 

社会人や外国人等を対

象として、一般の入学志

願者と異なる方法により

評価・判定する入試方法。 

 

外国人を対象とする場合、

日本語など必要な能力の

基準（日本語で授業を行

う場合、日本語能力試験

N2レベル相当以上が目

安）を明確化し、適正な水

準を維持することが重要。 

※１ 入学志願者本人が記載する資料の他、エッセイ、面接、ディベート、集団討論、プレゼンテーション、各種大会や顕彰等 
  の記録、総合的な学習時間などにおける生徒の探究的な学習の成果等に関する資料やその面談等。 
※２ 令和３年度から、調査書等の出願書類だけでなく、「大学が実施する評価方法等（小論文、プレゼンテーション、口頭試験、 
  実技、各教科・科目に係るテスト、資格・検定試験の成績など）」又は「大学入学共通テスト」のうち少なくともいずれか一つを 
  必ず活用し、その旨を募集要項に記述することとなった。 
出典：「令和３年度大学入学者選抜実施要項」、「平成33年度大学入学者選抜実施要項の見直しに係る予告の改正について 
    （通知）」 （文部科学省） ９ 



【参考】国の行う大学入学者選抜改革（令和３年度入学生以降が対象）について① 

１．趣旨 

〇 各大学の入学者選抜において、卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針を踏まえた入学者 

 受入れの方針に基づき、「学力の３要素」（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体性を持って 

 多様な人々と協働して学ぶ態度」）を多面的・総合的に評価するものへと改善する。 

〇 入試区分については、多面的・総合的な評価の観点からの改善を図りつつ、各々の入学者選抜としての特性 

 をより明確にする観点から、次のように変更する。 

 ・「一般入試」＜変更前＞⇒「一般選抜」＜変更後＞ 

 ・「ＡＯ入試」＜変更前＞⇒「総合型選抜」＜変更後＞ 

 ・「推薦入試」＜変更前＞⇒「学校推薦型選抜」＜変更後＞ 

 

２．課題 

〇 一部のＡＯ入試や推薦入試について、「知識・技能」や「思考力・判断力・表現力」を問わない性格のもの 

 として受け取られ、本来の趣旨・目的に沿ったものとなっていない面があり、入学後の大学教育に円滑に 

 つなげられていない。 

〇 一般入試を中心に、個別試験の試験科目については次のような課題がある。 

 ① 出題科目が１～２科目に限定されている場合がある。 

 ② 記述式問題の出題を実施していない場合がある。実施している場合でも、複数の情報を統合し構造化して 

  新しい考えをまとめる能力などの評価は十分でない。 

 ③ 「話すこと」「書くこと」を含む英語４技能を総合的に評価する必要がある。 

 
出典：平成３３年度大学入学者選抜実施要項の見直しに係る予告（２９文科高第３５５号高等教育局長通知） 

10 



【参考】国の行う大学入学者選抜改革（令和３年度入学生以降が対象）について② 

入試区分ごとに、試験を実施する大学側に新たに求められる事項の概要は以下のとおり。 
 

①総合型選抜（旧ＡＯ入試） 

・ 調査書等の出願書類だけでなく、各大学が実施する評価方法等（※１）又は「大学入学共通テスト」のうち、 

 少なくともいずれか一つの活用を必須化。 

・ 本人記載資料（活動報告書、大学入学希望理由書、学修計画書等）を積極的に活用。 

②学校推薦型選抜（旧推薦入試） 

・ 調査書・推薦書等の出願書類だけでなく、各大学が実施する評価方法等（※１）又は「大学入学共通テスト」 

 のうち、少なくともいずれか一つの活用を必須化。 

・ 学校長からの推薦書の中で、本人の学習歴や活動歴を踏まえた「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」 

 「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」に関する評価を記載すること、及び大学が選抜に当たり 

 これらを活用することを必須化。 

③一般選抜（旧一般入試） 

・ 筆記試験に加え、調査書や志願者本人が記載する資料等（※２）を積極的に活用。 

・ 「大学入学共通テスト」を積極的に活用。 

・ 特に、自らの考えを立論し、さらにそれを表現するプロセスを評価できる記述式問題の導入・充実に向けて 

 取り組む。 

・ 受検生に英語の試験を課す場合、４技能を総合的に評価するよう努める。 
 

※１ 例えば、自らの考えに基づき論を立てて記述させる評価方法（小論文等）、プレゼンテーション、口頭試問、実技、 

  各教科・科目に係るテスト、資格・検定試験の成績など 

※２ その他、エッセイ、面接、ディベート、集団討論、プレゼンテーション、各種大会や顕彰等の記録、総合的な学習の 

  時間などにおける生徒の探究的な学習の成果等に関する資料やその面談など。 

出典：平成３３年度大学入学者選抜実施要項の見直しに係る予告（２９文科高第３５５号高等教育局長通知） 
11 



【参考】静岡県立農林環境専門職大学の例（令和３年度入学者選抜） 

（１）静岡県立農林環境専門職大学 生産環境経営学部生産環境経営学科 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）静岡県立農林環境専門職大学 短期大学部生産科学科 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

②他大学の事例 

  一般選抜 
学校推薦型選抜 特別選抜 

学校長推薦選抜 社会人選抜 私費外国人留学生選抜 

募集人員 12 12（※１） 若干名 若干名 

選抜方法 

大学入学共通テスト（数学Ⅰ・数学A
及び理科（生物又は化学から選択）、
小論文、面接、資格等による加点に
より選抜 

書類（志望理由書、推薦書及
び調査書等）、小論文及び面
接の内容を総合的に判定 

書類（志望理由書及び成
績証明書等）、小論文及
び面接の内容を総合的
に判定 

書類（志望理由書及び成績
証明書等）、小論文及び面
接の内容を総合的に判定 
※小論文、面接は日本語 

特徴等 

資格等（英語（実用英語技能検定等）、
情報処理技術者試験、日商簿記検
定試験、日本農業技術検定のうちい
ずれか１つ）による加点がある 

評定平均値3.8以上 
推薦人数は１校につき３人ま
で 

勤務経験３年以上の者
対象 

外国籍の者対象 

※１ 学校長推薦選抜の募集人員は、特別選抜（社会人、私費外国人留学生）の募集人員を含む 

  一般選抜 
学校推薦型選抜 特別選抜 

指定校推薦選抜 学校長推薦選抜 社会人選抜 私費外国人留学生選抜 

募集人員 20 25 55（※） 若干名 若干名 

選抜方法 
個別学力検査（生物基礎又は化学基
礎から選択）、小論文、面接、資格等
による加点により選抜 

書類（志望理由書、
推薦書及び調査書
等）及び面接の内
容を総合的に判定 

書類（志望理由書、
推薦書及び調査書
等）、小論文及び
面接の内容を総合
的に判定 

書類（志望理由
書及び成績証明
書等）、小論文
及び面接の内容
を総合的に判定 

書類（志望理由書及び成
績証明書等）、小論文及び
面接の内容を総合的に判
定 
※小論文、面接は日本語 

特徴等 

資格等（英語（実用英語技能検定等）、
情報処理技術者試験、日商簿記検
定試験、日本農業技術検定のうちい
ずれか１つ）による加点がある 

評定平均値が指定
値以上 

評定平均値3.0以
上 

勤務経験３年以
上の者対象 

外国籍の者対象 

※学校長推薦選抜の募集人員は、特別選抜（社会人、私費外国人留学生）の募集人員を含む 12 



本県専門職大学の入学試験の方式について（案） 

 「アドミッション・ポリシー（学生受入れの方針）案」を踏まえ、以下の入試内容を適切に組み合わせて実施す
る。 

④本県案 

区分 一般選抜 総合型選抜 
学校推薦型選抜 特別選抜 

指定校推薦型選抜 （社会人、私費外国人留学生） 

趣旨 

 県内外を問わず、専門職

大学卒業後に就農・就業す

る意思を持つ高校生等を幅

広く対象とする。 

 県内外を問わず、専門職 

大学卒業後に就農・就業す 

る意思を持ち、将来的に地 

域農業・林業を牽引する高 

い意欲を持つ高校生等を幅

広く対象とする。 

（いわゆる「ＡＯ入試」） 

 専門職大学卒業後に就農・

就業する意思を持ち、将来 

的に地域農業・林業を牽引 

する高い意欲を持ち、他の 

模範となる県内高校生を対 

象とする。 

 県内外を問わず、専門

職大学卒業後に就農・ 

就業する意思を持つ私

費外国人留学生やリカ 

レント教育を希望する社

会人を幅広く対象とする。 

選考 
方法 

大学入学共通テスト（英、  

数Ⅰ・A、理科から１科目、 

地理歴史及び公民から 

1科目の４科目）、面接、 

小論文 

書類、面接、小論文 書類、訪問面接 書類、面接 

人数 
農業経営学科（仮称）１０名 

林業経営学科（仮称）２名 

農業経営学科（仮称）１０名 

林業経営学科（仮称）２名 

 

 東北６県の高校出身者向けの優先
枠を設けることを検討 

農業経営学科（仮称）１２名 

林業経営学科（仮称）４名 

 

 県内高校から推薦 

農業経営学科（仮称） 

若干名 

林業経営学科（仮称） 

若干名 
 

※総合型選抜の内数 
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編入学について（案） 
①基本構想 

１ 設置理由 

（４）専門職大学と本県農林大学校の関係 

   農林大学校は引き続き存置し、専門職大学の附属校と位置付けるなどにより連携強化を図るとともに、 

  効率的な学校運営を図る観点から、両者を一体的に運営 

   ①農林大学校卒業生のうち一定の成績等の条件を満たした者について、専門職大学（３年次）への編入学 

    を認める（内部進学枠の制度化） 

   ②、③ （略） 

 

４ 教育研究の体制 

（２）入学者の選抜方法 

   入学者の多様性や学ぶ意欲の高い学生を確保するため、入学者の選抜については、一般入試を基本としな 

  がら、高校生などを対象とした推薦入試（公募、指定校、地域内等）、農林大学校や他大学の学生などを 

  対象とした編入学、社会人入学など、多彩な方法を設けることを検討する。 
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②編入学について（案） 

○以下の基準を満たす者等に対し、教育課程の一部を省いて途中から履修すべく入学することを学長が許可する。 

 ・大学を卒業した者。 

 ・短期大学を卒業した者等法令上の基準を満たす者。 

○特に、附属農林大学校における学業成績優秀の者に対し、学長が編入学を許可。 （内部進学枠を設定） 

○選抜方法は、書類審査や面接等を組み合わせて実施。 



学科ごとの入学定員等（案） 

  入学定員の学科毎の内訳は、現在の農林大学校入校生の、農業系（約８割）と林業系（約２割）の比を参考にする。 

  ４学年全体の収容定員は、基本構想で検討していた定員１６０名程度に、附属農林大学校（４０名程度）からの内部進学 
枠を含む３年次編入学の定員を加えて設定する。 

  ３年次編入学定員については、附属農林大学校からの内部進学を主に見込んで、近年の農林大学校から４年制大学へ 
の編入学実績（年平均４名、入学定員に占める編入学生数の割合は６％）や、令和元年度に農林大学校生を対象に実施し
たアンケート調査結果（学生１１１名中、６名（５％）が編入学を希望）等を考慮し設定する。 
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◎入学定員・編入学定員（案） 

  
  

入学定員 
（１年次） 

編入学定員 
（附属農林大からの内部進学を含む） 

（３年次） 

収容定員 
（４学年全体） 

農業経営学科（仮称） ３２名 若干名（調整中） １２８名＋α 

林業経営学科（仮称） ８名 若干名（調整中）  ３２名＋α 

合  計 ４０名 若干名（調整中） １６０名＋α 

①基本構想 

②学科ごとの入学定員（案） 

２ 専門職大学の概要 

（３）入学定員 

 

 

４ 教育研究の体制 
（２）入学者の選抜方法 
   入学者の多様性や学ぶ意欲の高い学生を確保するため、入学者の選抜については、一般入試を基本としな 

  がら、高校生などを対象とした推薦入試（公募、指定校、地域内等）、農林大学校や他大学の学生などを 
  対象とした編入学、社会人入学など、多彩な方法を設けることを検討する。 

学校種 修業年限 入学定員 収容定員 

専門職大学 ４年 40名程度 160名程度 



（３）名称について 



学部学科構成及び名称について 
①設置基準 

 （大学等の名称） 

第54条 専門職大学は、その名称中に専門職大学という文字を用いなければならない。 

２ 専門職大学、学部及び学科（以下この項及び第74条において「専門職大学等」という。）の名称は、専門職大学等として

適当であるとともに、当該専門職大学等の教育研究上の目的にふさわしいものとする。 

②学部学科構成及び名称（案） 

１．大学名称の考え方について 

  「東北」、「農林」、「専門職」の３要素を含む名称とする。  

  【考え方】 

   ①本県のみならず、東北を代表し、我が国の農林業を牽引する高度人材を育成する、②対象となる産業分野を端的 

   に表す、③名称中に「専門職大学」という文字を用いなければならない（設置基準）、を踏まえた名称とする。 

    ⇒ 専門職大学基本計画検討委員会の中間報告(R2.9）を踏まえ、県において決定・公表する。 

２．学部・学科構成及び学部・学科・学位の名称（案）について 

(１)学部の構成及び名称 

   前回委員会の議論を踏まえ１学部とし、名称は農林業経営者（スーパートップランナー）の卵を育成する教育組織 

  であることを端的に表す観点から以下のとおりとする。 

   「農林業経営学部（仮称）」 

 (２)学科の構成及び名称 

   前回委員会の議論を踏まえ２学科とし、名称は大学の特色を高校生に分かりやすく伝える観点から以下のとおりとする。 

   「農業経営学科（仮称）」／「林業経営学科（仮称）」 

（３）学位の名称 

  学位の名称については、学科毎に対象となる産業分野の名を冠して設定する。 

   農学士（専門職）Bachelor of Agriculture（仮称）／林学士（専門職）Bachelor of Forestry（仮称） 
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（４）教員編成方針（報告） 



基本構想での教員組織に関する内容 

基本構想 ４（１）教員組織 

 ① 教員組織の編成方針 

    教育目標を実現するため、充実した教育と研究の促進が図られる教員組織を編成する。 

    なお、教員の確保にあたっては、他の大学とのクロスアポイントメント※についても検討する。 

    また、専門職大学と農林大学校の間で可能な範囲で教員の連携を検討する。 

    ※クロスアポイントメント 

     研究者等が大学、公的研究機関、企業の中で、二つ以上の機関に（例えば、一方を常勤、他方を非常  

    勤として）雇用されつつ、それぞれの機関における役割に応じて研究・開発及び教育に従事することを 

    可能にする仕組み。 

   

 ② 教員体制の内容 

   ○ 配置は、教育組織の規模（定員等）、教育課程（科目、修得単位数等）、教育方法（授業規模等） 

    などに応じる。 

   ○ 職位（教授、准教授、講師、助教）の設定は、教育に係る役割分担と責任の所在の明確化の観点 

    から適切に行う。 

   ○ 専門職大学の４つの科目（基礎科目、職業専門科目、展開科目、総合科目）の連携を図るため、 

     体系的な教育課程の編成に合わせた科目間の一貫性と連続性を考慮した教員の配置を行う。 

   ○ 教育研究の連続性と活性化を図るため、教員の年齢構成や教育・研究面のバランスに偏りが生じ 

    ないようにする。 

   ○ 教育経験のある教員、博士号の学位や研究実績のある教員、実務経験のある教員など教員間の 

    バランスを考慮する。  
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教員の要件等（専門職大学設置基準より） 
①専任教員の区分 
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教員の要件等（専門職大学設置基準より）② 
②実務家教員の要件 
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教員の要件等（専門職大学設置基準より）② 
③教員の資格 
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③教員の資格 



教員の編成に関する方針（素案） 

   本県専門職大学の場合、設置基準上の必要専任教員数は、２１名。このうち、概ね４割（９名）以上 

  を実務家教員とする必要がある。 

   現在想定しているカリキュラムに十分対応できるようにするとともに、大学運営への影響も考慮し、 

  効率的な教員配置が可能となるよう選定を進める。 （現段階では、最大で３０名の専任教員を想定） 

  （参考）静岡県立農林環境専門職大学（収容定員：９６名、１学部１学科）・・・専任教員２４名 

 

 

   設置基準により、教育上主要と認める授業科目（主要授業科目）については、専任の教授又は准教授 

  が担当することとされている。主要授業科目がどの科目にあたるのか明確な基準はなく、各大学の判断 

  となるが、農林業経営者を育成するうえで「職業専門科目」、「総合科目」の多くは、主要な授業科目 

  と考えられることから、これらについては、主に専任の教授又は准教授が担当することを想定し専任教員 

  の選定を進める。 

   その他の「基礎科目」、「展開科目」については、主に兼任の教員が担当することを想定し、教員の 

  選定を進める。 

 

 

   実務家教員については、県の農林業関係職員から登用することを基本に選定を進める。 

   その他の教員については、公募等により選定を進める。 
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１ 教員数 

２ 専任教員が担当する科目 

３ 専任教員の選定方法 


